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日経平均の日足チャート

日銀政策大転換なら円高？

輸入コスト低減、旅行関連も恩恵
緩
和
終
了
な
ら
円
売
り
縮
小

円高で銘柄物色変わる
　

１
１
月
１
３
日
に
１
ド
ル
１
５
１
円
９
２
銭
を
付
け
て
い
た
ド
ル

／
円
相
場
は
１
２
月
に
入
っ
て
一
時
、
１
ド
ル
１
４
１
円
台
ま
で
急
速

に
円
高
が
進
ん
だ
。為
替
の
変
動
に
つ
い
て
は
米
国
の
金
融
政
策
を
含

め
て
様
々
な
要
因
が
絡
ん
で
く
る
が
、キ
ッ
カ
ケ
に
な
っ
た
の
が
日
銀

の
植
田
和
男
総
裁
が
参
院
財
政
金
融
委
員
会
で
行
っ
た
発
言
。
日
銀
は

長
ら
く
異
次
元
の
金
融
緩
和
行
っ
て
き
た
が
、こ
の
方
針
が
修
正
さ
れ

る
な
ら
ば
、
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
内
需
企
業
の
収
益
改
善
を
含
め
て
輸

出
系
一
辺
倒
の
銘
柄
選
別
に
も
先
行
き
変
化
が
生
じ
て
こ
よ
う
。

　

７
日
に
日
銀
の
植
田

和
男
総
裁
が
「
年
末
か

ら
来
年
に
か
け
て
一
段

と
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ

（
挑
戦
的
）
な
状
況
に

な
る
と
思
っ
て
い
る
」

と
語
っ
た
こ
と
を
受
け

て
大
規
模
金
融
緩
和
策

の
「
出
口
」
観
測
が
高

ま
っ
て
い
る
。
日
銀
は

黒
田
前
総
裁
が
２
０
１

６
年
９
月
に
短
期
で
政

策
金
利
を
、
長
期
で
国

債
の
金
利
を
操
作
す
る

イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
（
Ｙ
Ｃ
Ｃ
）

を
導
入
、
短
期
金
利
で

は
マ
イ
ナ
ス
金
利
を
適

用
し
て
き
た
。

欧
米
が
こ
の

数
年
間
、
利

上
げ
を
行
う

中
、
先
進
国

で
唯
一
、
大

規
模
緩
和
を

行
っ
て
き
た

日
本
が
金
融

緩
和
終
了
へ

動
き
出
せ
ば
、

金
利
差
縮
小

か
ら
円
売
り

ポ
ジ
シ
ョ
ン

が
縮
小
さ
れ
、

中
期
的
に

円
高
へ
向

か
う
可
能

性
が
高
く
な
る
。

　

２
０
２
４
年
は
マ
イ

ナ
ス
金
利
の
解
除
だ
け

で
な
く
、
Ｙ
Ｃ
Ｃ
廃
止

の
可
能
性
も
否
定
で
き

な
い
。
こ
の
よ
う
な
で

預
貸
金
の
利
ざ
や
改
善

期
待
か

ら
買
わ

れ
て
い

る
の
が

三
菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ
フ

ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル

グ
ル
ー

プ
（
８

３
０
６
）

や
三
井

住
友
フ

ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル

グ
ル
ー

プ
（
８

３
１
６
）
な
ど
の
メ
ガ

バ
ン
ク
。

　

円
高
な
ら
輸
入
コ
ス

ト
低
減
に
繋
が
り
、
水

産
物
輸
入
で
極
洋
（
１

３
０
１
）
や
マ
ル
ハ
ニ

チ
ロ
（
１
３
３
３
）
や

輸
入
食
材
を
多
く
扱
う

神
戸
物
産
（
３
０
３
８
）

な
ど
。
円
高
に
な
れ
ば

海
外
旅
行
の
コ
ス
ト
が

低
減
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
（
９
２
０
１
）

や
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
９
２
０
２
）

の
空
運
や
エ
イ
チ
・
ア

イ
・
エ
ス
（
９
６
０
３
）

な
ど
の
旅
行
会
社
が
恩

恵
を
受
け
る
こ
と
な
る
。
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12
月
第
２
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

為替落ち着けば年末ラリー

　

前
週
の
東
京
市
場
は
３
週
ぶ
り
に
反
発
し

ま
し
た
。
日
経
平
均
は
前
の
週
か
ら
６
６
２
円

上
昇
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
円
高
が
重
石
で

週
初
か
ら
３
日
続
伸
な
が
ら
伸
び
悩
み
、
１
４

日
は
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
の
結
果
を
受
け
米
国
株
市
場

で
ダ
ウ
が
最

高
値
を
更
新
た
流
れ
に
追

随
で
き
ず
に

大
幅
に
下
落
。
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ

で
は
２
４
年

の
利
下
げ
が
予
想
を
上
回

り
長
期
金
利

が
低
下
し
ま
し
た
が
、
急

激
に
進
ん
だ

円
高
が
ネ
ッ
ク
に
な
り
ま

し
た
。
た
だ
、

週
末
は
円
高
が
一
服
し
た

こ
と
で
大
幅

に
反
発
、
前
の
週
の
下
げ

を
埋
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
週
足
は
陽
線

を
引
い
て
い
ま
す
。

　

週
明
け
は
１
８

～
１
９
日
開
催
さ
れ
る
日

銀
金
融
政
策
決
定

会
合
の
結
果
が
カ
ギ
を
握

っ
て
い
る
で
し
ょ

う
。
無
風
通
過
で
ド
ル
円

が
落
ち
着
け
ば
、

年
末
ラ
リ
ー
へ
個
別
株
物

色
が
盛
上
っ
て
い
く
と
考
え
て

お
り
、
前
週
末
に
か
け
強
い
動

き
を
見
せ
て
い
る
半
導
体
関
連

と
調
整
一
巡
か
ら
出
直
っ

て
き
た
新
興
グ
ロ
ー
ス
株

を
マ
ー
ク
で
す
。 

花
咲 

翁

セ
レ
ス
な
ど
値
飛
ば
す

Ｂ
Ｔ
Ｃ
４
万
１
０
０
０
ド
ル
突
破

セレスの日足チャート

　

週
明
け
４
日
、
セ
レ

ス
（
３
６
９
６
）
や
マ

ネ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ

（
８
６
９
８
）
の
ビ
ッ

ト
コ
イ
ン
関
連
が
値
を

飛
ば
し
た
。
こ
の
日
、

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
が
ド
ル

ベ
ー
ス
で
４
万
１
０
０

０
ド
ル
を
突
破
す
る
急

伸
で
約
１
年
半
ぶ
り
の

高
値
水
準
と
な
っ
て
お

り
、
仮
想
通
過
を
取
引

す
る
投
資
家
の
拡
大
と

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
売
買
活

発
化
を
期
待
し
た
買
い

が
入
っ
た
。

Ｊ
Ｅ
Ｔ
ラ
ピ
ダ
ス
か
ら
受
託

　

ジ
ェ
イ
・
イ
ー
・
テ

ィ
（
６
２
２
８
）
が
ス

ト
ッ
プ
高
。
ラ
ピ
ダ
ス

か
ら
次
世
代
半
導
体
製

造
技
術
の
研
究
開
発
業

務
を
受
託
し
た
と
発
表

し
た
。
受
託
業
務
の
詳

細
は
非
公
表
だ
が
、
半

導
体
製
造
ラ
イ
ン
へ
装

置
納
入
を
目
指
し
て
お

り
、
収
益
貢
献
が
期
待

さ
れ
た
。

大
和
コ
ン
89
％
増
益

 
 

　

大
和
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
（
３
８
１
６
）
が
ス

ト
ッ
プ
高
。
２
４
年
７

月
期
の
第
１
四
半
期
決

算
は
、
連
結
営
業
利
益

で
前
年
同
期
比
８
８
・

９
％
増
の
１
億
８
９
０

０
万
円
と
大
幅
な
増
益

と
な
っ
た
。
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
開
発
関
連
で
の
受

注
が
堅
調
に
推
移
し
た
。

公
開
価
格
6.5
％
下
回
る

ア
ス
マ
ー
ク
の
初
値

 
 

　

ア
ス
マ
ー
ク
（
４
１

９
７
）
が
東
証
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
市
場
に
新
規
上

場
、
公
開
価
格
２
３
０

０
円
を
６
・
５
％
下
回

る
２
１
５
０
円
で
初
値

が
生
ま
れ
た
。
同
社
は

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
リ

サ
ー
チ
事
業
を
行
う
。

グラッドキュ動画生成技術
　

５
日
、
グ
ラ

ッ
ド
キ
ュ
ー
ブ

（
９
５
６
１
）
が

ス
ト
ッ
プ
高
。

パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ

ズ
さ
れ
た
動
画

の
自
動
生
成
技

術
を
開
発
し
た

と
発
表
し
た
。

ユ
ー
ザ
ー
は
自

身
の
興
味
関
心

に
合
っ
た
動
画

広
告
（
Ｃ
Ｍ
）

が
配
信
さ
れ
る

た
め
、
効
率
的

に
必
要
な
情
報

を
得
ら
れ
る
。
ま
た
、

企
業
側
は
ユ
ー
ザ
ー
に

対
し
効
率
よ
く
情
報
発

信
が
で
き
、
最
適
な
ユ

ー
ザ
ー
に
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
で
Ｃ
Ｍ
の
配
信
を
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

グ
ッ
ド
コ
ム
Ａ
大
幅
減
額

　

グ
ッ
ド
コ
ム
ア
セ
ッ

ト
（
３
４
７
５
）
が
ス

ト
ッ
プ
安
。
２
３
年
１

０
月
期
の
業
績
予
想
に

つ
い
て
、
連
結
売
上
高

で
６
３
０
億
８
７
０
０

万
円
か
ら
２
２
１
億
９

０
０
０
万
円
（
前
の
期

比
４
４
・
６
％
減
）
、
営

業
利
益
で
５
４
億
５
３

０
０
万
円
か
ら
２
１
億

４
１
０
０
万
円
（
同
５

３
・
６
％
減
）
へ
大
幅

に
下
方
修
正
し
た
。
エ

ク
イ
テ
ィ
投
資
は
フ
ァ

ン
ド
規
模
が
大
き
く
、

金
利
上
昇
局
面
な
ど
の

投
資
環
境
の
悪
化
で
、

組
成
に
至
ら
な
か
っ
た
。

Ｈ
Ｐ
Ｃ
シ
ス
が
続
騰

　

Ｈ
Ｐ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
ズ

（
６
５
９
７
）
が
続
騰
。

岸
田
首
相
が
エ
ヌ
ビ
デ

ィ
ア
の
ジ
ェ
ン
ス
ン
・

フ
ァ
ン
最
高
経
営
責
任

者
と
会
見
、
画
像
処
理

半
導
体
（
Ｇ
Ｐ
Ｕ
）
定

供
給
を
要
請
し
た
と
伝

わ
り
、
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア

の
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の

同
社
が
関
心
を
集
め
た
。

公
開
価
格
の
２
・
２
倍

Ｑ
Ｐ
Ｓ
研
究
所
の
初
値

 
 

　

６
日
、
Ｑ
Ｐ
Ｓ
研
究

所
（
５
５
９
５
）
が
東
証

グ
ロ
ー
ス
市
場
に
新
規

上
場
、
公
開
価
格
２
９

０
円
の
２
・
２
倍
と
な

る
８
６
０
円
で
初
値
が

生
ま
れ
た
が
、
そ
の
後

は
一
転
し
て
ス
ト
ッ
プ

安
ま
で
売
ら
れ
た
。
小

型
Ｓ
Ａ
Ｒ
衛
星
の
開
発
、

製
造
、
小
型
Ｓ
Ａ
Ｒ
衛

星
よ
り
取
得
し
た
画
像

デ
ー
タ
販
売
を
行
う
。
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ＴＯＰＰＡＮ５連騰新値
次世代半導体ラインを構築

ＴＯＰＰＡＮ ＨＤ
　　　の日足チャート

 
 

　

６
日
、

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ

Ａ
Ｎ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
７

９
１
１
）

が
５
連
騰

で
最
高
値

更
新
。
傘

下
の
Ｔ
Ｏ

Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｎ

が
有
機
Ｅ

Ｌ
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
開

発
・
製
造

の
Ｊ
Ｏ
Ｌ

Ｅ
Ｄ
と
能
美
事
業
所
の

売
買
契
約
し
た
こ
と
が

引
き
続
き
材
料
視
さ
れ

た
。
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

の
サ
ー
バ
ー
や
生
成
Ａ

Ｉ
向
け
高
密
度
半
導
体

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
Ｆ
Ｃ
―

Ｂ
Ｇ
Ａ
の
さ
ら
な
る
高

速
伝
送
や
チ
ッ
プ
レ
ッ

ト
に
対
応
す
る
次
世
代

技
術
開
発
と
量
産
ラ
イ

ン
の
構
築
を
行
い
、
２

７
年
以
降
の
稼
働
を
予

定
し
て
い
る
。

ト
モ
ニ
Ｈ
Ｄ
稀
薄
化
懸
念

　

ト
モ
ニ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
８
６
０
０
）

は
ス
ト
ッ
プ
安
。
２
８

０
０
万
株
の
公
募
増
資

と
４
２
０
万
株
を
上
限

と
す
る
オ
ー
バ
ー
ア
ロ

ッ
ト
メ
ン
ト
に
よ
る
売

出
を
実
施
す
る
と
発
表

し
た
で
稀
薄
化
が
懸
念

さ
れ
た
。
増
加
株
式
数

は
最
大
で
発
行
済
み
株

式
数
の
１
９
・
７
％
に

達
す
る
。
調
達
資
金
約

１
４
５
億
５
６
０
０
万

円
は
中
小
企
業
向
け
貸

出
金
な
ど
運
転
資
金
に

充
て
る
。

  

楽
天
銀
売
出
で
需
給
懸
念

　

７
日
、
楽
天
銀
行
（
５

８
３
８
）
が
急
落
。
６

日
の
取
引
終
了
後
、
楽

天
グ
ル
ー
プ
（
４
７
５

５
）
が
楽
天
銀
行
株
２

５
５
０
万
株
を
海
外
で

売
却
す
る
と
発
表
し
た

こ
と
を
受
け
て
需
給
悪

化
懸
念
が
高
ま
っ
た
。

メ
ニ
コ
ン
機
能
性
表
示
食
品

　

メ
ニ
コ
ン
（
７
７
８

０
）
が
大
幅
に
４
日
続

伸
。
７
日
か
ら
開
催
さ

れ
て
い
る
「
フ
ェ
ム
テ

ッ
ク
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
で

新
た
な
機
能
性
表
示
食

品
で
あ
る
「
ル
ナ
リ
ズ

ム
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
（
ひ

ば
ち
）
」
を
公
開
し
た
こ

と
が
材
料
視
さ
れ
た
。

「
ヒ
ハ
ツ
由
来
ピ
ペ
リ
ン

類
」
を
機
能
性
関
与
成

分
と
し
て
「
冷
え
に
よ

り
低
下
し
た
血
流
（
末

梢
血
流
）
を
正
常
に
整

え
、
冷
え
に
よ
る
末
梢

（
手
足
）
の
皮
膚
表
面
温

度
の
低
下
を
軽
減
す
る
」

機
能
と
と
も
に
「
脚
の

む
く
み
が
気
に
な
る
健

常
女
性
の
夕
方
の
脚
の

む
く
み(

病
的
で
は
な

い
一
過
性
の
む
く
み)

を
軽
減
す
る
」
機
能
を

併
せ
持
っ
た
機
能
性
表

示
食
品
で
、
１
２
月
２

２
日
か
ら
発
売
さ
れ
る
。
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12
月
第
３
週
の
動
意
銘
柄

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

 注目段階を迎えるドル円

日々勇太朗

　先週の東京株式市場は反発しまし
た。先々週のＳＱ週は大きく揺れま
したが、先週は急激な円高にも関わ
らず落ち着きを取り戻しました。Ｆ
ＯＭＣがハト派に傾き、ＮＹダウが
史上最高値を更新する中、東京市場
は政治不安もあって物足りない動き
ではありますが、売買代金が徐々に
増加傾向になってきたことは好感さ
れます。先週の日経平均は３万２４
３０円を走る７５日線と３万３１３０円
を走る２５日線の間で推移しました。
　今週はこのサポートラインとレジスタ
ンスラインのどちらをブレイクするのか
でトレンドが決まるでしょう。レジスタ
ンスブレイクには為替の安定が必要です
が、ドル円は現在１２カ月移動平均線の
位置におり、このサポートラインで止ま
るのかどうか注目場面を迎えています。

仮に割り込んだ場合は１３７
円近辺を目指す可能性があり
注意が必要です。

東
電
Ｈ
Ｄ
大
幅
続
伸

柏
崎
刈
羽
原
発
の
適
格
性
確
認

東電ＨＤの日足チャート

　

７
日
、
東
京
電
力
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
９

５
０
１
）
が
大
幅
続
伸
。

原
子
力
規
制
委
員
会
が

６
日
開
催
し
た
定
例
会

合
で
、
事
実
上
の
運
転

禁
止
命
令
を
出
し
て
い

る
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発

電
所
の
テ
ロ
対
策
の
改

善
や
同
社
の
事
業
者
と

し
て
の
適
格
性
を
確
認

し
た
と
伝
わ
っ
た
こ
と

が
引
き
続
き
材
料
視
さ

れ
た
。
報
告
内
容
に
異

論
は
な
く
、
禁
止
命
令

の
解
除
に
向
け
た
条
件

は
ほ
ぼ
そ
ろ
っ
た
こ
と

に
な
り
、
規
制
委
は
近

く
最
終
判
断
す
る
と
し

て
お
り
、
柏
崎
刈
羽
原

発
再
稼
働
へ
の
期
待
が

高
ま
っ
た
。

自動車は急激な円高
　

週
末
８
日
、

ト
ヨ
タ
自
動
車

（
７
２
０
３
）

や
日
産
自
動
車

（
７
２
０
１
）
、

ホ
ン
ダ
（
７
２

６
７
）
、
Ｓ
Ｕ

Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
（
７

２
７
０
）
を
は

じ
め
自
動
車
株

が
大
幅
安
。
急

速
に
円
高
が
進

行
し
た
こ
と
で
、

収
益
へ
の
影
響

を
警
戒
し
た
売

り
が
広
が
っ
た
。
ド
ル

円
は
Ｎ
Ｙ
市
場
で
１
４

１
円
台
ま
で
円
高
が
進

行
、
東
京
市
場
で
も
一

時
１
４
２
円
台
後
半
ま

で
円
高
が
進
む
場
面
が

あ
っ
た
。
日
銀
の
大
規

模
緩
和
修
正
が
観
測
さ

れ
る
一
方
、
米
国
は
早

期
利
下
げ
転
換
が
期
待

さ
れ
、
日
米
金
利
差
縮

小
で
円
が
買
わ
れ
た
。

エ
ニ
カ
ラ
９
割
増
益
更
進
捗

　

パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ

（
２
１
６
８
）
は
ス
ト

ッ
プ
高
。
第
一
生
命
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
８

７
５
０
）
が
連
結
子
会

社
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・

ワ
ン
（
２
４
１
２
）
を

買
収
提
案
し
た
こ
と
で

売
却
益
拡
大
が
期
待
さ

れ
た
。
Ｔ
Ｏ
Ｂ
価
格
は

エ
ム
ス
リ
ー
（
２
４
１

３
）
の
提
示
価
格
１
６

０
０
円
よ
り
２
０
０
円

高
い
１
８
０
０
円
が
前

提
で
、
完
全
子
会
社
化

を
目
指
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
全
保
有
株
売
却

も
可
能
。
売
却
資
金
に

よ
る
特
別
配
当
や
自
社

株
買
い
な
ど
株
主
還
元

も
期
待
さ
れ
た
。

ロ
ー
ム
は
パ
ワ
ー
半
導
体
共
同
生
産

　

ロ
ー
ム
（
６
９
６
３
）

が
急
反
発
。
東
芝
（
６

５
０
２
）
と
パ
ワ
ー
半

導
体
を
共
同
生
産
す
る

と
伝
わ
っ
た
。
事
業
費

総
額
３
８
０
０
億
円
の

う
ち
経
済
産
業
省
が
最

大
で
約
１
２
０
０
億
円

を
補
助
。
Ｅ
Ｖ
向
け
の

需
要
拡
大
に
対
応
し
て
、

共
同
生
産
で
コ
ス
ト
競

争
力
を
高
め
る
。

霞
ヶ
関
稀
薄
化
と
需
給
悪

　

週
明
け
１
１
日
、
霞

ヶ
関
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
３

４
９
８
）
が
ス
ト
ッ
プ
安
。

１
３
５
万
株
の
公
募
増

資
、
２
０
万
株
の
株
式

売
出
、
２
３
万
２
５
０

０
株
を
上
限
と
す
る
オ

ー
バ
ー
ア
ロ
ッ
ト
メ
ン

ト
に
よ
る
売
出
を
実
施

す
る
と
発
表
し
た
こ
と

を
受
け
、
株
式
価
値
の

希
薄
化
と
需
給
悪
化
を

懸
念
し
た
売
り
が
殺
到

し
た
。
発
行
済
み
株
式

数
は
最
大
で
１
９
・
３

％
増
加
。
手
取
概
算
約

１
２
７
億
円
は
開
発
投

資
に
充
当
す
る
。

ＨＥＲＯＺ営業益６.８倍
　

Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｚ
（
４

３
８
２
）が
急
伸
。

２
４
年
４
月
期
の

第
２
四
半
期
累
計

（
５
～
１
０
月
）
決

算
を
発
表
、
連
結
営

業
利
益
で
前
年
同

期
比
６
・
８
倍
の
２
億

５
２
０
０
万
円
と
な
っ

た
。
グ
ル
ー
プ
の
Ａ
Ｉ
／

Ｄ
Ｘ
事
業
に
つ
い
て
は
、

Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
領
域
に
お
け

る
将
棋
へ
の
注
目
度
向

上
や
新
サ
ー
ビ
ス
の
リ

リ
ー
ス
、
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
領
域

に
お
け
る
案
件
数
・
引

き
合
い
の
増
加
や
大
型

案
件
の
獲
得
も
あ
り
、
収

益
が
拡
大
し
て
い
る
。
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企業観察

セミオーダーで戸建拡販

着工増え今期中に一部収益貢献

大和ハウス工業（１９２５）

　

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
（
１
９
２
５
）
の

２
４
年
３
月
期
第
２
四
半
期
は
計
画
を

上
回
り
、
連
結
営
業
利
益
１
９
１
１
億

６
３
０
０
万
円
（
前
年
同
期
比
２
３
・

６
％
増
）
と
２
Ｑ
と
し
て
過
去
最
高
を

更
新
、
通
期
予
想
を
３
８
０
０
億
円
か

ら
３
８
５
０
億
円
（
同
１
７
・
３
％
減
）

に
上
方
修
正
し
た
。
第
３
四
半
期
以
降

も
物
流
・
商
業
施
設
な
ど
開
発
物
件
の

売
却
や
ホ
テ
ル
事
業
は
順
調
、
米
国
戸

建
住
宅
も
底
堅
く
推
移
し
て
お
り
、
国

内
戸
建
住
宅
を
テ
コ
入
れ
す
る
こ
と
で

一
段
の
収
益
上
乗
せ
を
狙
う
。

　

新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
前
年
割
れ
が

続
く
な
ど
国
内
住
宅
市
場
は
厳
し
く
、

同
社
も
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、「
Ｒ

ｅ
ａ
ｄ
ｙ 

Ｍ
ａ
ｄ
ｅ 

Ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ

ｇ
．
（
レ
デ
ィ
・
メ
イ
ド
・
ハ
ウ
ジ
ン

グ
）
」
と
い
う
分
譲
住
宅
の
新
し
い
考

え
方
を
打
ち
出
し
、
本
格
的
な
拡
販
に

乗
り
出
し
た
。
品
質
、
立
地
を
含
め
た

優
良
物
件
で
分
譲
住
宅
に
注
文
住
宅
の

要
素
を
取
り
入
れ
た
セ
ミ
オ
ー
ダ
ー
に

よ
り
、
ア
フ
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
を
含
め
た

価
格
以
上
の
価
値
を
提
供
、
ニ
ー
ズ
の

あ
る
オ
ー
ダ
ー
を
パ
ー
ツ
と
し
て
用
意

す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
も
抑
え
て
い
る
。

　

す
で
に
全
国
で
用
地
手
当
て
が
進
み

徐
々
に
着
工
が
増
え
て
お
り
、
「
今
期

中
に
一
部
収
益
貢
献
し
て
く
る
」
（
会

社
側
）
と
し
て
お
り
、
木
造
住
宅
に
も

採
用
し
て
い
く
構
え
。

シンバイオ一時Ｓ高
米総会で臨床試験データ公表

シンバイオの日足チャート

　

１
１
日
、

シ
ン
バ
イ

オ
製
薬

（
４
５
８

２
）
が
一

時
ス
ト
ッ

プ
高
。
米

国
血
液
学

会
年
次
総

会
で
シ
ン

シ
ナ
テ
ィ

大
学
小
児

病
院
教
授

の
グ
リ
ム

リ
ー
博
士

に
よ
り
注
射
剤
ブ
リ
ン

シ
ド
フ
ォ
ビ
ル
の
免
疫

不
全
患
者
の
ア
デ
ノ
ウ

イ
ル
ス
（
Ａ
ｄ
ｖ
）
感

染
症
を
対
象
に
実
施
中

の
第
２
ａ
相
臨
床
試
験

の
抗
ウ
イ
ル
ス
効
果
を

示
す
Ｐ
Ｏ
Ｃ
デ
ー
タ
が

公
表
さ
れ
た
。
試
験
結

果
で
Ａ
ｄ
ｖ
感
染
症
の

治
療
に
対
す
る
注
射
剤

ブ
リ
ン
シ
ド
フ
ォ
ビ
ル

の
安
全
で
有
効
な
用
量

が
実
証
さ
れ
た
こ
と
か

ら
第
３
相
臨
床
試
験
へ

の
移
行
を
支
持
さ
れ
た
。

壽
屋
は
テ
レ
朝
と
提
携

　
１
２
日
、
壽
屋
（
７
８

０
９
）が
ス
ト
ッ
プ
高
。

テ
レ
ビ
朝
日
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
９
４
０
９
）

傘
下
の
テ
レ
ビ
朝
日
と

の
資
本
業
務
提
携
を
発

表
し
た
。
テ
レ
ビ
朝
日
は

壽
屋
の
議
決
権
の
１
２
・

８
９
％
を
保
有
す
る
こ

と
に
な
り
、オ
リ
ジ
ナ
ル

Ｉ
Ｐ
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の

共
同
開
発
や
二
次
利
用

の
共
同
開
発
な
ど
を
行

う
。

 

 

学
情
は
期
待
に
届
か
ず

　

学
情
（
２
３
０
１
）

が
急
反
落
。
２
３
年
１

０
月
期
は
連
結
営
業
利

益
２
３
億
１
０
０
０
万

円
（
前
期
比
４
２
・
５

％
増
）
と
従
来
予
想
を

上
回
り
大
幅
増
益
で
着

地
し
た
が
、
２
４
年
１

０
月
期
は
２
４
億
５
０

０
０
万
円
（
前
期
比
６
・

０
％
増
）
と
微
増
益
を

見
込
み
、
市
場
予
想
に

届
か
な
か
っ
た
。
今
期

も
５
２
円
へ
増
配
を
計

画
し
た
が
反
応
薄
。

公
開
価
格
28
％
上
回
る

ブ
ル
ー
イ
ノ
ベ
の
初
値

　

ブ
ル
ー
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
（
５
５
９
７
）
が

東
証
グ
ロ
ー
ス
市
場
に

新
規
上
場
、
公
開
価
格

１
５
８
４
円
を
２
７
・

７
％
上
回
る
２
０
２
３

円
で
初
値
を
つ
け
た
。

複
数
の
ド
ロ
ー
ン
・
ロ

ボ
ッ
ト
を
遠
隔
で
制
御
、

統
合
管
理
す
る
た
め
の

デ
バ
イ
ス
統
合
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
ベ
ー
ス

に
、
点
検
・
教
育
・
物

流
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

開
発
・
提
供
を
行
う
。

公
開
価
格
８
％
下
回
る

ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
の
初
値

　

ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
５
５

９
６
）
が
東
証
グ
ロ
ー

ス
市
場
に
新
規
上
場
、

公
開
価
格
１
８
０
０
円

を
８
・
０
％
下
回
る
１

６
５
６
円
で
初
値
を
つ

け
た
。
経
営
管
理
シ
ス

テ
ム
開
発
、
導
入
開
発
、

経
営
管
理
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
の
提
供
を
行
う
。

ウシオ戦略パートナー
　

１
３
日
、
ウ

シ
オ
電
機
（
６

９
２
５
）
が
急
伸
、

年
初
来
高
値
を

更
新
し
た
。
米

ア
プ
ラ
イ
ド
・

マ
テ
リ
ア
ル
ズ

と
最
先
端
半
導

体
パ
ッ
ケ
ー
ジ

市
場
向
け
次
世

代
露
光
技
術
開

発
に
お
け
る
戦

略
的
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
締

結
し
た
と
発
表
し
た
。

同
社
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン

グ
向
け
露
光
装
置
の
開

発
・
製
造
技
術
と
ア
プ

ラ
イ
ド
の
新
し
い
デ
ジ

タ
ル
リ
ソ
グ
ラ
フ
ィ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
融
合
す

る
こ
と
で
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
向
上
へ
技
術
的

課
題
を
解
決
で
き
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供

が
可
能
に
な
り
、
露
光

装
置
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
、

事
業
基
盤
を
更
に
強
固

な
も
の
と
し
て
い
く
。
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相
場
見
通
し
は
明
る
い

日銀政策修正も景気好転

　

２
０
２
３
年
相
場
も
あ
と
数
日
に

な
り
ま
し
た
。
日
経
平
均
は
１
２
月

に
入
っ
て
値
を
崩
し
て
い
ま
す
が
、

年
初
の
２
万
６
０
０
０
円
前
後

か
ら
３
万
４
０
０
０
円
台
に
接

近
す
る
場
面
が
あ
り
、
１
年
を

振
り
返
れ
ば
強
い
動
き
で
し
た
。

　

今
年
の
日
経
平
均
は
５
月
以

降
外
国
人
の
売
り
買
い
で
振
り

回
さ
れ
ま
し
た
。
背
景
は
ド
ル

高
円
安
が
続
い
た
こ
と
で
す
。

米
国
の
利
上
げ
が
続
い
た
今
年

前
半
は
米
国
株
の
先
行
き
に
悲

観
し
て
、
日
本
株
が
格
好
の
投

資
対
象
に
な
っ
た
の
で
す
。
日

本
は
緩
和
政
策
に

よ
っ
て
先
行
き
景

気
の
回
復
が
期
待

で
き
る
と
い
う
米

国
の
景
気
動
向
と

真
逆
の
関
係
で
、

株
価
の
先
行
き
に

明
る
さ
が
見
込
め

る
う
え
に
、
ド
ル

高
円
安
よ
る
株
高
と
為

替
相
場
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
に
よ
る
ダ
ブ
ル
の
利

益
を
稼
げ
る

市
場
と
認
識

さ
れ
て
積
極

買
い
し
た
の

で
す
が
、
今

後
は
そ
の
流
れ
が
崩

れ
て
ド
ル
安
、
円
高

に
向
か
い
始
め
る
と

日
経
平
均
も
調
整
色

が
強
ま
る
悲
観
的
な
見
方
が
出
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
筆
者
は
一
時
的
な

下
落
場
面
が
あ
っ
て
も
相
場
見
通
し

は
明
る
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
物
価
が
落
ち
着
き
を
み

せ
る
一
方
で
賃
上
げ
が
今
年
以
上

に
見
込
め
、
可
処
分
所
得
の
増
加

に
よ
っ
て
消
費
が
押
し
上
げ
ら
れ

ま
す
。
国
内
景
気
が
良
く
な
る
わ

け
で
す
か
ら
、
企
業
業
績
も
比
例

し
て
拡
大
し
ま
す
。
日
銀
が
大
規

模
緩
和
の
修
正
を
検
討
す
る
の
も

国
内
景
気
が
良
く
な
る
こ
と
が
前

提
で
す
。
仮
に
緩
和
修
正
を
し
て

も
景
気
好
転
を
押
し
つ
ぶ
す
引
き

締
め
は
し
な
い
で
し
ょ
う
。
日
銀

の
緩
和
修
正
で
一
時
的
な
過
度
な

円
高
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
景
気

拡
大
か
ら
日

経
平
均
が
上

値
を
目
指
す

と
見
て
い
ま

す
。

　

個
別
で
は
、

金
融
で
三
菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ
や
三
井
住

友
の
メ
ガ
バ
ン

ク
。
ま
た
、
新

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
ス

タ
ー
ト
も
あ
り
、

野
村
Ｈ
Ｄ
な
ど

証
券
株
に
注
目
。

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
ス
ト
ッ
プ
高

Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
資
本
業
務
提
携
を
好
感

ＡＣＣＥＳＳの日足チャート

　
１
３
日
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
（
４
８
１
３
）
が

ス
ト
ッ
プ
高
。
１
２
日

の
取
引
終
了
後
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
（
９
４
３
２
）
と
の

資
本
業
務
提
携
を
発
表

し
た
こ
と
が
好
感
さ
れ

た
。
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の

株
主
で
あ
る
タ
ワ
ー
投

資
顧
問
か
ら
５
１
３
万

４
６
０
０
株
（
発
行
済

株
式
数
の
１
４
・
６
％
）

を
取
得
し
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
Ｏ
Ｓ
の
研
究
開

発
・
商
用
化
や
グ
ロ
ー

バ
ル
販
売
、
Ｕ
Ｉ
／
Ｕ

Ｘ
の
研
究
開
発
を
進
め

る
な
ど
、
次
世
代
通
信

基
盤
で
あ
る
「
Ｉ
Ｏ
Ｗ

Ｎ
」
の
実
現
を
目
指
す
。

く
ら
寿
司
微
減
益
を
失
望

 

　

く
ら
寿
司
（
２
６
９

５
）
が
大
幅
続
落
。
２

３
年
１
０
月
期
の
連
結

決
算
は
営
業
利
益
２
４

億
５
６
０
０
万
円
（
前

の
１
１
億
１
３
０
０
万

円
の
赤
字
）
と
黒
字
転

換
、
市
場
予
測
も
上
回

っ
た
が
、
２
４
年
１
０

月
期
は
２
４
億
円
（
前

期
比
２
・
３
％
減
）
ト

ビ
減
益
を
見
込
ん
だ
こ

と
が
失
望
売
り
を
誘
っ

た
。
輸
入
品
目
を
中
心

に
物
価
の
上
昇
を
織
り

込
み
、
保
守
的
に
見
積

も
っ
て
い
る
。

ＩＮＴＬＯＯＰストップ安

 
 

 
 

　

１
４
日
、
Ｉ

Ｎ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｐ

（
９
５
５
６
）

が
ス
ト
ッ
プ
安
。

２
４
年
７
月
期

第
１
四
半
期
の

連
結
営
業
利
益

は
１
億
７
６
０

０
万
円
と
実
質

５
割
近
い
減
益

で
、
通
期
計
画

の
１
８
億
１
５

０
０
万
円
に
対

し
て
低
調
な
ス

タ
ー
ト
に
な
っ

た
こ
と
を
嫌
気
し
た
売

り
が
膨
ら
ん
だ
。
営
業

担
当
の
積
極
採
用
や
新

卒
デ
リ
バ
リ
ー
社
員
の

教
育
期
間
延
長
な
ど
に

よ
る
採
用
費
や
人
件
費

負
担
が
収
益
を
圧
迫
し

た
。

三
井
ハ
イ
収
益
改
善
期
待

 
 

 
 

　

三
井
ハ
イ
テ
ッ
ク

（
６
９
６
６
）
が
大
幅

続
伸
。
２
４
年
１
月
期

第
３
四
半
期
累
計
の
連

結
決
算
は
、
経
常
利
益

１
６
７
億
４
９
５
０
０

万
円
（
前
年
同
期
比
２

１
・
０
％
減
）
と
大
幅

減
益
な
が
ら
、
通
期
計

画
の
１
５
８
億
円
（
前

期
比
３
０
・
３
％
減
）

を
上
回
り
、
売
上
高
は

１
４
４
０
億
７
８
０
０

万
円
（
前
年
同
期
比
１

０
・
０
％
増
）
と
２
ケ

タ
の
伸
び
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
今
後
の
収
益

改
善
を
期
待
し
た
買
い

が
優
勢
に
な
っ
た
。



marketpress7 第370号 2023年12月18日

鋼業界のＣＯ２削減に貢献

マ
イ
ク
ロ
波
化
学 

マイクロ波で鉄鉱石還元マイクロ波で鉄鉱石還元

ラボでのマイクロ波による鉄鋼の還元

　

マ
イ
ク
ロ
波
化
学

（
９
２
２
７
）
は
ラ

ボ
ス
ケ
ー
ル
で
マ
イ

ク
ロ
波
を
用
い
た
鉄

鉱
石
か
ら
鉄
へ
の
還

元
に
成
功
し
た
。

　

鉄
鋼
業
界
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
全

世
界
の
排
出
量
の
約
１
０
％
を
占
め

て
お
り
、
国
内
で
は
産
業
部
門
の
約

３
５
％
、
国
全
体
で
見
る
と
約
１
２

％
を
占
め
て
い
る
。
製
鉄
プ
ロ
セ
ス

は
鉄
鉱
石
と
石
炭
（
コ
ー
ク
ス
）
か

ら
高
炉
・
転
炉
に
よ
り
還
元
・
溶
解

し
て
生
産
す
る
方
法
や
、
鉄
ス
ク
ラ

ッ
プ
を
電
炉
に
よ
り
溶
解
し
て
生
産

す
る
方
法
が
一
般
的
。
そ
の
中
で
も

現
行
の
高
炉
法
で
は
、
石
炭
を
還
元

す
る
過
程
で
不
可
避
的
に
大
量
の
Ｃ

Ｏ
２
が
排
出
さ
れ
、
環
境
負
荷
の
大

き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
鉄
鋼
業
界
に
お
け
る

カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ

ル
を
実
現
す
る
に
は
、
製
鉄
プ
ロ
セ

ス
の
抜
本
的
な
転
換
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
マ
イ
ク
ロ
波
で
の

鉄
鉱
石
の
還
元
は
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ

が
課
題
だ
っ
た
が
、
同
社
で
は
鉱
山

プ
ロ
セ
ス
開
発
に
向
け
た
マ
イ
ク
ロ

波
技
術
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
Ｇ
ｒ

ｅ
ｅ
ｎ
Ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ―

Ｍ
Ｘ
」
を

用
い
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の
事
業
化

の
足
掛
か
り
と
な
る
ラ
ボ
ス
ケ
ー
ル

で
の
鉄
鉱
石
か
ら
鉄
へ
の
還
元
に
成

功
し
た
。

　

鉄
鉱
石
や
、
還
元
剤
と
し
て
用
い

ら
れ
る
石
炭
は
マ
イ
ク
ロ
波
を
吸
収

し
や
す
く
、
マ
イ
ク
ロ
波
で
直
接
加

熱
を
す
る
こ
と
で
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
減
少
さ
せ
る

こ
と
が
可
能
。
今
回
の
技
術
は
水
素

や
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
を
用
い
た
還
元

に
も
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
鉄
鋼

業
界
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
実
現
に
向
け
て
有
効
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

　

実
用
化
に
向
け
て
２
５
年
ま
で
に

同
社
保
有
の
標
準
ベ
ン
チ
装
置
で
の

実
証
試
験
を
実
施
、
技
術
確
立
を
目

指
し
て
お
り
、
そ
の
後
の
事
業
展
開

を
見
据
え
て
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
を
広

く
募
る
。
ま
た
、
こ
の
技
術
を
製
鉄

プ
ロ
セ
ス
の
上
流
工
程
で
あ
る
鉄
鉱

石
の
ペ
レ
タ
イ
ズ
プ
ロ
セ
ス
２
な
ど

に
も
応
用
し
、
鉄
鋼
業
界
全
体
の
環

境
負
荷
の
低
減
に
貢
献
し
て
い
く
。

ウェルプレイドがＳ高
１０.７倍営業増益予想を好感

ウェルプレイドＲ
　　　　の日足チャート

　
１
４
日
、

ウ
ェ
ル
プ

レ
イ
ド
・

ラ
イ
ゼ
ス

ト
（
９
５

６
５
）
が

ス
ト
ッ
プ

高
。
２
４

年
１
０
月

期
の
業
績

に
つ
い
て
、

連
結
営
業

利
益
で
前

期
比
１

０
・
７
倍

の
１
億
５

０
０
０
万
円
と
大
幅
な

増
益
を
見
込
ん
だ
こ
と

が
好
感
さ
れ
た
。
主
力

事
業
で
あ
る
e
ス
ポ
ー

ツ
の
大
会
企
画
・
運
営

を
行
う
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
で
は

大
会
企
画
・
運
営
を
中

心
に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
事
業
を
強
化
し
収
益

の
幅
を
増
や
し
て
い
く
。

Ｍ
ａ
ｃ
ｂ
ｅ
ｅ
上
方
修
正

 
 

 

 

　

週
末
１
５
日
、
Ｍ
ａ

ｃ
ｂ
ｅ
ｅ 

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ

ｅ
ｔ
（
７
０
９
５
）
が

ス
ト
ッ
プ
高
。
２
４
年

４
月
期
の
連
結
営
業
利

益
で
２
８
億
５
０
０
０

万
円
か
ら
３
７
億
円

（
前
期
比
７
１
・
１
％

増
）
へ
上
方
修
正
し
た
。

子
会
社
の
主
要
取
引
先

の
金
融
業
界
と
ウ
ェ
ル

ネ
ス
業
界
の
売
上
高
が

堅
調
に
推
移
、
Ａ
ｌ
ｌ 

Ａ
ｄ
ｓ
が
同
社
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
提
供
す
る

こ
と
で
前
年
比
で
大
き

く
成
長
し
た
。

ク
ミ
ア
イ
減
益
で
大
幅
減
配

 

　

ク
ミ
ア
イ
化
学
工
業

（
４
９
９
６
）
が
急
落
、

年
初
来
安
値
を
更
新
し

た
。
２
４
年
１
０
月
期

は
連
結
営
業
利
益
１
２

０
億
円
（
前
期
比
１

４
・
８
％
減
）
と
２
ケ

タ
減
益
を
見
込
み
、
年

間
配
当
を
２
８
円
（
前

期
４
５
円
）
大
幅
に
減

配
す
る
こ
と
を
失
望
。

流
通
在
庫
増
加
の
影
響

を
織
込
み
保
守
的
に
見

積
も
っ
た
。

魁
力
屋
の
初
値

公
開
価
格
30
％
上
回
る

 
 

　

魁
力
屋
（
５
８
９

１
）
が
東
証
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
市
場
に
新
規
上
場
、

公
開
価
格
１
４
０
０
円

３
０
・
１
％
上
回
る
１

８
２
２
円
で
初
値
を
つ

け
た
。
ラ
ー
メ
ン
チ
ェ

ー
ン
を
展
開
し
て
い
る
。

Ｓ
＆
Ｊ
の
初
値

公
開
価
格
2.4
％
下
回
る

 
 

 
 

 

　

Ｓ
＆
Ｊ
（
５
５
９

９
）
が
東
証
グ
ロ
ー
ス

市
場
に
新
規
上
場
、
公

開
価
格
１
３
２
０
円
を

２
・
４
％
下
回
る
１
２

８
９
円
で
初
値
を
つ
け

た
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
と
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
監
視
・
運
用
の

Ｓ
Ｏ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
事
業
を
行
う
。
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※チャートは日足

 
チャート
　  から読む 騰落銘柄騰落

東 宝（９６０２）

野村マイクロ（６２５４）キヤノン電子（７７３９）

ｇｕｍｉ（３９０３）

　「ゴジラー１．０」大ヒット効果で１２
月に入り５４００円台を突破したがその後
は材料出尽くしで２５日線割れまで急降下。
１０月１８日の安値４８０５円を下回れば
１月１７日安値４５００円までフシはない。

　２Ｑ決算発表契機に半導体関連の成長株
として関心集める。通期上振れ期待強く、
大勢上昇トレンドのなか利食い売りをこな
しながら上昇が続く。最高値更新も過熱感
はなく、株価噴き上げ局面が近い。

　２Ｑ赤字拡大を嫌気、最安値更新のあと
下げ渋るが戻りは鈍い。押し目買いに積み
上がった信用買い残が重荷で底割れを警戒。
既存タイトル不振で新規タイトルも想定を
下回り、一段の業績悪化懸念強い。

　１２月８日に２５日線割れから１９００
円割れ手前まで調整したが、そこから巻き
返しの動きで２０００円台を一気に回復。
６月２８日の最高値２０９５円更新が視野
に入る。１２月末配当権利取りの動きも。
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株街往来
星野三太郎の

～お金がかかる政治活動～
 

　

自
民
派
閥

に
よ
る
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ

ー
収
入
の
過
少
記
載
疑
惑
が

混
迷
を
深
め
て
い
る
。
中
小

企
業
は
１
０
月
か
ら
の
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
よ
り
請

求
書
や
領
収
書
を
含
め
て
経

理
の
作
業
量
が
大
幅
に
増
え

て
、
記
入
漏
れ
が
な
い
か
な

ど
で
神
経
を
尖
ら
せ
て
い
る

が
、
お
手
本
と
な
る
べ
き
政

治
家
先
生
が
過
少
記
載
な
ん

て
い
う
の
は
腹
立
た
し
く
思

っ
て
い
る
経
営
者
が
多
い
だ
ろ
う
。

　

そ
の
昔
、
政
治
家
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
さ
せ
て
貰
っ

た
こ
と
が
あ
る
が
、
秘
書
が
来
場
者
に
名
刺
を
配
る
順
番

が
資
産
保
有
額
順
と
聞
い
て
驚
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ

の
頃
は
駆
け
出
し
の
記
者
時
代
で
、
深
く
は
考
え
な
か
っ

た
が
、
政
治
家
の
活
動
に
は
お
金
が
か
か
り
、
国
の
将
来

を
考
え
る
よ
り
も
集
金
活
動
の
方
が
大
変
な
ん
だ
な
と
思

っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　

こ
の
数
十
年
を
振
り
返
っ
て
小
泉
内
閣
や
自
民
党
が
下

野
し
て
誕
生
し
た
細
川
内
閣
、
民
主
党
の
鳩
山
内
閣
な
ど

幾
多
の
内
閣
が
誕
生
し
て
そ
の
後
は
ガ
ッ
カ
リ
さ
せ
ら
れ

て
、
気
付
い
て
み
れ
ば
日
本
が
衰
退
し
て
い
る
と
強
く
感

じ
る
状
況
に
な
っ
た
。

　

一
発
逆
転
で
大
改

革
を
断
行
で
き
る
内

閣
の
誕
生
に
期
待
し

て
い
る
が
、
そ
の
可

能
性
は
低
い
の
だ
ろ

う
。

Ｎｅｗ　ｐｒｏｄｕｃｔ

ＭＣーＮＳ１０ＫＥ

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク再生プラスチック使用率約４０％に

環境配慮のコードレス掃除機

 

　パナソニック
ホールディングス
（６７５２）傘下
のパナソニックは
独自のクリーンド
ック搭載のセパレ
ート型コードレス
スティック掃除機
シリーズにおいて、
環境に配慮したモ
デル「ＭＣーＮＳ
１０ＫＥ」の発売
を開始した。

　この製品は２０２１年発売のセパレート型
コードレススティック掃除機ＭＣーＮＳ１０
Ｋをベースモデルに、廃棄された家電製品か
らリサイクルした再生プラスチック材をクリ
ーンドックに使用。再生プラスチック使用率
を製品全体の約４０％にまで高めた。さらに
発泡スチロールの緩衝材を不使用、外装箱の
印刷面積・インク使用量を最小限に抑えたエ
シカルパッケージにしている。

モンスターハンターワイルズ

「モンスターハンターワイルズ」

モンストシリーズ最新作を２５年発売

カ
プ
コ
ン

　カプコン（９
６９７）は「モ
ンスターハンタ
ー」シリーズ最
新作「モンスタ
ーハンターワイ
ルズ」を２０２
５年に発売する。
　「モンスター

ハンターワイルズ」は２０２１年に発売した
「モンスターハンターライズ」以来のシリー
ズ完全新作で、従来のシリーズファンだけで
なく、新たに「モンスターハンター」の世界
に触れるユーザーも満足できるタイトルにす
るべく、鋭意制作中。「モンスターハンター」
シリーズは、雄大な自然の中で巨大なモンス
ターに立ち向かうハンティングアクションゲ
ーム。２００４年の第１作発売以来、ネット
ワークを介して「他のプレイヤーと協力して
強大なモンスターに挑む」というプレイジャ
ンルを確立し、シリーズ累計販売本数９５０
０万本（２０２３年９月３０日現在）を誇る。
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏

(

株
式
会
社

マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代
表
取

締
役)

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト

「
第
１
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
て
１
万
人
超
の
参
加
者
の

中
か
ら
優
勝
。
２
０
０
２
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
経
済
最
前
線
」
に
て
独
自
の
投
資
支
援
シ
ス
テ

ム
が
紹
介
さ
れ
た
。
直
近
で
は
２
０
２
２
年
１
月
の
夕
刊
フ
ジ

主
催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
優
勝
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス

ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、
月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く

執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投
資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。
h
t
t
p
:
/
/
m
a
r
k
e
t
b
a
n
k
.
j
p

米国最高値で日本株安
円高株売りの相関は低下へ

日
本
も
成
長
経
済
路
線
回
帰

ＱＰＳ研究所
     の日足チャート

　１３日の
米株式市場
でダウ工業
株３０種平
均が前日比
５１２ドル
（１．４％）

高の３万７０９０ドルとなり、史上最高値を約
１年１１カ月ぶりに更新した。
　米連邦準備理事会（ＦＲＢ）のパウエル議長
が１３日、米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）
後の記者会見で利下げ開始の時期が「同日の会
合でも議題に上がった」と述べたからだ。ＦＲ
Ｂがおおむね利上げ局面の終了を見込んでいる
ことや、利下げ開始を巡る議論を始めたことを
きっかけに、長期金利の指標となる１０年債利
回りが一時前日比０．２０％低い４．００％ま
で低下し、株式市場に資金が流入した。
　ＦＲＢは市場の想定以上に「ハト派」だった。
１２月の利下げ停止は予想通りだったが、２０
２４年だけでなく２５年の政策金利の予想も引
き下げた。ＦＯＭＣで示した政策金利見通し（ド
ットチャート）によると２４年末は４．６２５
％。１回の利下げを０．２５％と見れば来年の
利下げ回数は３回となり、９月会合で示した２
回から増える。
　サプライズだったのは２５年の政策金利を３．
８７５％から３．６２５％に引き下げた点だ。

２５年の
政策金利
は据え置
くのでは
ないかと
見ていた
からだ。
米国株式
市場は経
済の先行
きに対す
る楽観か
ら景気の

低迷時に業
績が悪化し
やすい中小
型株が買わ
れやすくな
っており、
相場は厚み
を増してい
る。年末に
株式相場が
上がりやす
いという年
末ラリーの
様相である。
行き過ぎた
楽観は今後
の荒い値動
きを招く恐
れもあるが、
市場は一足早いクリスマスプレゼントの
ようだ。
　米国の金利急低下で１４日の東京外国
為替市場で急速な円高・ドル安が進んだ。
円相場は一時１４０円９０銭台と前日の
東京時間１７時時点と比べ一気に５円あ
まりも円高・ドル安が進んだ。日本株式
市場は円高を嫌気して大幅に下落した。
米国株とは対照的である。日本株は「円
安→株高、円高→株安」となる傾向が強
い。外国人投機筋が「円買い・株価指数
先物売り」のプログラム売買を拡大する
と日経平均は大幅に安くなる。
　日本株が上昇するには円安になり、外
国人投機筋が「円売り・株価指数先物買
い」のプログラム売買が拡大することだ。
外為市場と日本株は投機筋が動かしてい
る。日本も成長経済路線に回帰しており、
円高と株売りの相関が低下するだろう。
　潮流銘柄はＱＰＳ研究所（５５９５）、
南海化学（４０４０）、インテグラル（５
８４２）。
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物の日足チャート

ドル円の日足チャート

マイナス金利は解除される？

今
年
最
後
の
イ
ベ
ン
ト

通
過
後
上
昇
に
期
待

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
６
６
２
円
高
と
３
週
ぶ
り
に
反

発
、
週
足
陽
線
と
な
っ
た
。
先
週

の
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
で
来
年
は
利
上
げ
停

止
か
ら
早
晩
利
下
げ
に
な
る
可
能

性
が
高
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
長
期

金
利
が
大
き
く
下
落
、
株
価

指
数
は
最
高
値
を
更
新
す
る

展
開
と
な
っ
た
。

　

米
国
株
高
の
流
れ
を
受
け

て
日
本
株
も
反
発
し
た
形
だ

が
、
日
本
株
は
大
幅
な
円
高
進
行

も
あ
り
海
外
に
比
べ
出
遅
れ
感
の

強
い
状
況
で
あ
る
。
自
民
党
閣
僚

の
裏
金
作
り
問
題
で
岸
田
政
権
が

揺
ら
い
で
い
る
こ
と
も
積
極
的
な

買
い
が
入
っ
て
こ
な
い
一
因
と
な

っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

今
週
は
１
８
日
～
１
９
日
に
注

目
の
日
銀
金
融
政
策
決
定
会
合
が

あ
る
。
植
田
総
裁
が
７
日
の
参
議

院
で
「
年
末
か
ら
来
年
に

か
け
て
一
段
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
ン
グ
に
な
る
」
と
発
言

し
た
こ

と
の
詳

細
が
明

か
さ
れ

る
と
思

わ
れ
る

の
で
警

戒
感
は

強
い
。

　

市
場

の
予
想

で
は
今
回
の
会
合
で
は
「
現

状
維
持
」
の
予
想
が
大
半
だ

が
、
個
人
的
に
は
マ
イ
ナ
ス

金
利
の
解
除
が
発
言
さ
れ
る

可
能
性
は
高
い
と
思
う
。
７

日
に
参
院
で
発
言
す
る
こ
と

に
よ
り
市
場
の
反
応
の
誘
い
、
地

な
ら
し
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
本
筋

を
語
る
、
そ
う
い
う
シ
ナ
リ
オ
か

も
し
れ
な
い
。

　

米
国

の
金
利

低
下
が

鮮
明
に

な
る
な

か
で
日

本
も
金

融
政
策

の
不
透

明
感
を

無
く
す

に
は
、

今
回
で

マ
イ
ナ

ス
金
利

の
解
除
を
宣
言
す
る
方
が
市
場
に

と
っ
て
も
良
い
と
思
わ
れ
る
。
今

な
ら
市
場
は
変
化
を
織
り
込
む
許

容
が
あ
る
状
態
に
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

　

１
９
日
の
結
果
発
表
時
に
は
ま

た
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
取
引
が
働
き
大

き
く
変
動
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、

株
が
大
き
く
売
ら
れ
た
時
に
は
買

い
場
の
チ
ャ
ン
ス
と
な
ろ
う
。
為

替
が
円
安
か
ら
円
高
傾
向
に
反
転

し
た
今
は
ド
ル
建
て
ベ
ー
ス
で
は

上
昇
し
て
き
て
お
り
、
海
外
投
資

家
の
買
い
も
十
分
期
待
で
き
る
。

　

今
年
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
通
過
後

の
上
昇
に
期
待
し
た
い
。
今
週
の

レ
ン
ジ
は
３
万
２
１
０
０
円
～
３

万
３
１
０
０
円
を
想
定
す
る
。

               

　

（
ハ
チ
ロ
ク
）

、

、
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記者の視点

相場見通し
信越化学の日足チャート

アドテストの日足チャート

日
銀
会
合
通
過
待
ち

ハ
イ
テ
ク
株
か
ら
ア
ク
抜
け
へ

 

　

先
週
の
東
京
市

場
は
引
き
続
き
円

高
が
重
石
に
な
っ

た
が
、
日
経
平
均

で
は
週
末
に
３
万
３
０
０
０
円

を
回
復
し
た
。

　

今
月
に
入
っ
て
７
日
に
日
銀

の
植
田
和
男
総
裁
が
「
年
末
か

ら
来
年
に
か
け
て
一
段
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
ン
グ
（
挑
戦
的
）
な
状

況
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
」
と

語
っ
た
こ
と
を
受
け
て
大
規
模

金
融
緩
和
策
の
「
出
口
」
観
測

が
台
頭
、
為
替
は
一
時
１
ド
ル

１
４
１
円
台
に
ま
で
円
高
が
急

速
に
進
行
、
そ
の
後
は
次
回
の

日
銀
会
合
で
は
現
状
維
持
と
な

る
見
込
み
と
報
道
さ
れ
る
と
１

２
日
に
１
４
６
円
５
０
銭
超
に

ま
で
円
安
方
向
に
振
れ
る
場
面

が
あ
っ
た
が
、
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
で
パ

ウ
エ
ル
議
長
が
予
想
以
上
の
ハ

ト
派
発
言
を
行
う
と
再
度
円
高

か
ら
株
安
の
動
き
に
な
っ
た
。

　

一
方
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場

に
関
し
て
は
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
の
結
果

を
受
け
て
ダ
ウ
は
２
０
２
２
年

１
月
に
付
け
た
過
去
最
高
値
を

更
新
し
た
。

　

最
高
値
を
更
新
す
る
米
株
に

反
し
て
円
高
→
株
安
の
日
本
株

と
明
暗
を
分
け
て
い
た
。
こ
れ

に
加
え
て
自
民
党
の
派
閥
の
政

治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る

問
題
で
、
岸
田
政
権
が
死
に
体

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
海
外
投

資
家
が
売

り
材
料
に

し
て
い
た

か
も
知
れ

な
い
。
た

だ
、
ド
ル

建
て
の
日

経
平
均
で

は
上
昇
基

調
を
維
持

し
て
い
る

う
え
、
企

業
業
績
も
好
調
を
維
持
し
て

い
る
こ
と
か
ら
過
度
に
不
安

視
す
る
必
要
は
な
い
。

　

今
週
は
１
８
日
か
ら
日
銀

金
融
政
策
決
定
会
合
が
開
催

さ
れ
、
１
９
日
に
は
植
田
総

裁
の
会
見
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

現
在
ま
で
の
報
道
で
は
現
状
維

持
と
な
る
見
込
み
で
、
会
見
後

に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
」
の
詳

細
な
内
容
に
言
及
す
る
か
に
注

目
が
集
ま
る
。
発
言
内
容
次
第

で
は
再
び
円
高
か
ら
株
安
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
が
、
指
数
が

乱
高
下
し
て
い
る
中
で
も
で
も

信
越
化
学
工
業
（
４
０
６
３
）

や
ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト
（
６
８
５

８
）
は
強
い
。
年
内
最
後
の
金

融
イ
ベ
ン
ト
通
過
後
は
や
は
り

ハ
イ
テ
ク
株
か
ら
上
昇
を
強
め

る
動
き
に
期
待
し
た
い
。

今週のスケジュール

 

・18日 日銀金融政策決定会合(〜19日)
　　　 独12月Ifo景況感指数
・19日 植田日銀総裁会見
　　　 米11月住宅着工件数
・20日 11月貿易統計
　　　 11月訪日外客数
　　　 中国ローンプライムレート
　　　 米11月中古住宅販売件数
　　　 米12月CB消費者信頼感指数
・22日 10月30･31日開催の日銀金融政策決定
　　　 会合議事要旨
　　　 11月消費者物価
　　　 米11月個人所得･個人支出
　　　 米11月新築住宅販売件数
・26日 11月失業率･有効求人倍率
　　　 11月企業向けサービス価格指数
・27日 12月18･19日開催の日銀金融政策決定
　　　 会合の｢主な意見｣
・28日 11月商業動態統計
　　　 11月鉱工業生産

編 

集 

後 

記

　

日
本
の
教
育
が
世
界
か
ら
脚

光
を
浴
び
て
い
る
。
「
特
別
活

動
」
と
呼
ば
れ
る
学
級
・
委
員

会
・
ク
ラ
ブ
活
動
、
学
校
行
事

や
日
直
、
掃
除
な
ど
子
ど
も
が

主
体
に
な
っ
て
運
営
す
る
制
度

で
、
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
以
降
混

乱
が
続
く
エ
ジ
プ
ト
で
は
協
調

し
て
課
題
を
解
決
で
き
る
人
を

育
て
よ
う
と
全
国
で
導
入
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
に
革
命
的
な
変
化

が
起
き
た
と
い
い
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
に
も

採
用
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

い
じ
め
問
題
な
ど
が
取
り
沙

汰
さ
れ
る
日
本
の
教
育
だ
が
捨

て
た
も
の
で
は
な
い
。
東
京
市

場
も
年
末
ラ
リ
ー
へ
可
能
性
を

残
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

 

　【ご注意】株式市場新聞は投資の参考になる情報提供を目的としており、投資の勧誘をするものではありません。
記事には業績や株価、出来事について今後の見通しを記述したものが含まれていますが、それらはあくまで予想であ
り、内容の正確性、信頼性、予測の的確性を保障するものではありません。当紙が掲載している情報に基づく投資で
被られたいかなる損害について、当社と情報提供者は一切の責任を負いません。投資についての決定はすべてご自身
の判断、責任でお願いいたします。


